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105．GaおよびSeの腫瘍内とりこみと結合
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　Edwards，　Hayesらにより67Gaの実験腫瘍およびヒ

ト悪性腫瘍への取り込みが報告されて以来，その臨床

的応用の可能性の限界についての評価はほぼまとまった

ようであるが，腫瘍に何故とり込まれるかの問題につい

ては現在まだ決定的見解が出されていない．この点につ

き私達はラットの実験腫瘍（固型吉田肉腫）およびマウ

スのエールリヒ腹水癌を用いて実験を行なった．ヒト

と類似して，ラットでも固型腫瘍へのGaの取り込み

（dpm／9組織，但し物理的減衰を補IE）は肝，脾等に比

べ早期に上昇し，12～20時間でピークに達するので，こ

の時期にシンチカメラで腫瘍の映像化が可能であった．

腫瘍以外の各臓器での分布は肝，脾が主であり，脳，筋

肉に最も少なかった．また細胞内の局在については，腫

瘍と正常組織（肝，脾）ともに細胞質（105，000gIl清）

に多く，細胞分画としては腫瘍に特有なパターンは見ら

れなかった．細胞質での存在形態はよわいGa・タンパ

ク結合が種々の程度に生じており，ヘイズ氏の主張とは

異なり，イオン結合と異なる形の結合がみとめられた．

つまりSephadex　G－50でえた結合ピークを6M尿素

または4M・KCLで再分画しても放射能は高分子ピー

クから遊離しない．従って水素結合だとする考えも妥当

ではなかった．Gaの取り込みが腫瘍の増殖能に依存す

るか否かを調べるため，Nitromin（DNA合成抑制），

X線照射等で吉田肉腫を縮小させたものにつき取り込み

をみたところ，無処置と全く差が生じなかった．さらに

正常な調節機構下で増殖する再生肝においても取り込み

に差が認められなかった．これらの知見はGaの取り込

みが細胞の増殖に依存しないことを示唆しており，反面

臨床的経験と一致しない．Gaと並んでSeと腫瘍の関

係を比較するため，同じ系でしらべたが，腫瘍への集中

度は少なく，生物学的半減期が長く，大きな期待はもて

ない．in　vitroではGaもSeも共にin　vivoと全く

異なる挙動を示し，腫瘍へ集中せず，共通のパターンを

示した．
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　研究H的

　67Ga－citrateが悪性腫瘍に良く取り込まれることが，

動物実験および臨床例で知られている．その後，さらに

新しい癌親和性元素の研究が進められてきた．私たちは，

67Ga－citrateと他の核種との腫瘍への取り込みを比較す

るため，従来のNaI（TI）検出器では不r】∫能であるが，

Ge（Li）半導体検出器を用いることにより，67Ga，1111n，

75Seをそのスペクトルから同時に定量する新しい方法を

考えて，これら元素の動物腫瘍への取り込みを検討した．

　方法

　G7Ga－citrate．　iiilnCl，？sSe（Selenite）の適当量を混合

して，この混合液を標準液として，その0．1ccずつをエ

ー リッヒ担癌マウス（ド腿移植癌）の腹腔内に注射し

た．48時間後に殺して，腫瘍，肝臓，骨，腎臓，胃，小

腸，肺，を摘出し，Ge（Li）半導体検出器（容積10cc）

と200チャンネル波高分析器を組合わせ，それぞれの臓

器内のR．1のスペクトルをとった．　75Seは136KeV，

1111nは142KeV，67Gaは182KeVのそれぞれのスペク

トルの面積を計算し，最初に注射した標準の混合液のそ

れぞれのスペクトルと比較して，各臓器のRIの比率お

よび百分率を求めた．

　成果

　5匹の担癌マウスにおける，3核種の平均値は，腫瘍

では，67Ga：1111n：75Se＝1．0：0．76：0．72，肝臓では，

1．0：1．22：1．04，　骨1ま1．0：0．74：0．52，　腎臓1よ1．0：

2．72：2．72，　jl市は　1．0：1．15：2．45，　Etl∫は　1．0：L37：

0．91，小腸は1．0：1．07：1．32，であった．

　結論

　“7Ga－citrateが腫瘍に最も多く取り込まれた．腎臓に

は，1］11n，75Seが多く，骨には，6℃こが多く取り込ま

れた．今後，この方法により，各種のRIの腫瘍への取

り込みを検討したい．
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